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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２６Ｓカリ, ２５Ｓカリ, ２４Ｓカリ, ２３Ｓカリ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】理学の各分野における専門知識 統計学の手法を身につけ、様々な数値データに対し適切に統計
処理を行え、処理結果についての論理的な評価をすることがで
きるようになり、自然現象に関わる確率的側面や統計的側面を
理解し、データの奥に潜む法則性を洞察できる。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 実験物理学における測定数値の取り扱いおよび誤差の評価について基本的な事項を理解する。測定値の
取り扱い、平均値、標準偏差、頻度分布などの、測定値を表現する方法について理解する。誤差の評価
と真の値にもっともらしい値の導出方法(最小二乗法，複数の精度の異なる測定値)について理解する。
統計学に基づく誤差解析の基礎となる確率分布について学ぶ。さらに、推定や検定により、測定値が真
の値をどの程度正しくに表わしているのかを客観的に評価する方法を学ぶ。授業では、随時、物理学実
験で得られるようなデータを実際に処理し、数値の取り扱いと誤差の評価について理解を深める。

(5)授業のキーワ
ード

誤差、精度、実験物理学、数値データ処理、確率分布、統計学

(6)授業計画 1. 測定における誤差
2. 測定値の表現（１）頻度分布
3. 測定値の表現（２）平均値、分散
4. 確率分布（１）正規分布
5. 誤差の伝播
6. 重み付き平均
7. 測定値の棄却
8. 最小二乗法によるあてはめ
9. 確率分布（２）二項分布
10. 確率分布（３）ポアソン分布
11. 確率分布（４）指数分布
12. 推定（１）最尤法，t分布
13. 推定（２）χ2分布
14. 検定
15. 相関(最後の15分間に授業アンケートを行う。)

授業内容の理解度を確認するための小試験を次の授業時に行う。小試験の代わりに、レポートを課すこ
ともある。

(7)成績評価の方
法

理解度を確認するための小試験およびレポート(1/3)、期末試験(2/3)で評価する。

(8)成績評価の基
準

レポート，試験の合計点を１００点満点に換算し，６０点以上を合格とする。
９０点以上（例題からは難しい応用問題が解ける）：Ｓ
８０点以上９０点未満（やや難しい応用問題が解ける）：Ａ
７０点以上８０点未満（応用問題が問題が解ける）：Ｂ
６０点以上７０点未満（授業で示した例題と同水準の問題が解ける）：Ｃ
６０点未満（授業の達成目標の水準にない）：Ｄ

(9)事前事後学習
の内容

データ処理の方法は、理論的な部分を正しく理解する理解することだけでなく、実際に具体的な例に対
して処理を行い、手法に慣れることが重要である。特に事後の学習では、できるだけ多くの練習問題を
行うことが重要である。

(10)履修上の注意 データ処理を行うので、関数電卓を持参すること。

(11)質問,相談へ
の対応

研究室（Ａ棟６階６１９号室)で随時受け付ける。

【教科書】 eALPS上に参考資料と授業で提示するスライドを置くので、印刷またはタブレット端末等にダウンロード
し、授業中に随時参照できるようにしておく。

【参考書】 参考書はたくさんあるので、まず図書館等で何冊か試し読みをしてみて、自分にあった参考書を購入す
るのがよい。以下は参考書の例である。
J.R.Taylor 著，林茂雄・馬場凉 訳「計測における誤差解析入門」東京化学同人
和達三樹、十河清 著「キーポイント 確率・統計」岩波書店
N.C.バーフォード 著，酒井英行 訳「実験精度と誤差-測定の確からしさとは何か-」丸善出版
P.R.BEVINGTON・D.K.ROBINSON 著「DATA REDUCTION AND ERROR ANALYSIS FOR THE PHYSICAL SCIENCE 



【参考書】 SECOND EDITION」McGraw-Hill


